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令
和
７
年
度
の
取
組
の
ポ
イ
ン
ト
を

紹
介
し
ま
す

  

一
、
安
心
な
暮
ら
し
と

　
　

  

安
全
な
環
境
を
守
る
た
め
に

○
地
域
の
安
全
、
安
心
確
保
と
自
然
環

境
に
配
慮
し
た
治
山
対
策
を
推
進
し

ま
す
。

◇
災
害
へ
の
迅
速
な
対
応

・
上
高
地
六
百
沢
で
発
生
し
た
土
石
流

に
対
し
、
当
面
の
安
全
対
策
と
し
て
セ

ン
サ
ー
及
び
応
急
的
な
土
石
流
対
策
施

設
の
設
置
を
観
光
シ
ー
ズ
ン
前
に
終
わ

ら
せ
、
本
格
的
な
復
旧
対
策
に
着
手
予

定・
豪
雨
に
よ
る
土
砂
流
出
に
対
し
、
災

害
関
連
緊
急
治
山
事
業
に
よ
り
復
旧
対

策
に
着
手
予
定

◇
災
害
予
兆
へ
の
対
応

・
山
地
災
害
発
生
時
の
み
な
ら
ず
災
害

予
兆
に
応
じ
た
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
調
査
の

実
施

◇
通
信
環
境
の
確
保

・「
低
軌
道
衛
星
通
信
」
を
活
用
し
た

リ
ア
ル
タ
イ
ム
監
視
体
制
の
強
化

  

二
、
林
業
技
術
の
向
上
に

　
　
　
　
　
　
　

向
け
た
取
組

○
伐
採
か
ら
再
造
林
、
保
育
に
至
る
収

支
の
プ
ラ
ス
転
換
に
向
け
、
国
有
林

の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
活
用
し
て
、
技
術

   
令
和
７
年
度

令
和
７
年
度  

  　　
  

中
部
森
林
管
理
局
の
取
組
に
つ
い
て

中
部
森
林
管
理
局
の
取
組
に
つ
い
て

架線集材現地検討会（南木曽支署）架線集材現地検討会（南木曽支署）
木曽地域の生産請負事業地で開催木曽地域の生産請負事業地で開催

森林計画で選定された森林計画で選定された
広葉樹の森づくり候補地広葉樹の森づくり候補地
（黒姫山国有林）（黒姫山国有林）

ヘリコプター調査ヘリコプター調査

応急的な土石流対策工として強靭応急的な土石流対策工として強靭
ワイヤーネットを設置　　　　　ワイヤーネットを設置　　　　　
（上高地、地上高は約５ｍ）（上高地、地上高は約５ｍ）

の
普
及
、
低
コ
ス
ト
化
・
効
率
化
の

実
証
を
推
進
し
ま
す
。

◇
５
年
後
の
実
用
化
を
目
指
し
た

　

技
術
開
発

・
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
等
の
コ
ン
テ
ナ
苗

に
超
緩
効
性
肥
料
を
用
い
、
更
な
る
成

長
促
進
効
果
の
検
証
、
下
刈
回
数
の
削

減
に
よ
る
省
力
化
の
推
進

・
電
動
一
輪
車
を
用
い
て
人
力
運
搬
に

か
か
る
省
力
化
、
軽
労
化
の
検
証

◇
造
林
技
術
検
討
会
の
開
催

・
現
地
検
討
会
で
新
旧
の
林
業
技
術
に

対
す
る
知
見
を
深
め
、
林
業
事
業
体
等

と
成
果
を
共
有

◇
地
域
特
性
に
応
じ
た
集
材
技
術
の

　

向
上
と
普
及
の
取
組

・
素
材
生
産
事
業
者
の
協
力
の
も
と
、

架
線
集
材
を
行
う
技
能
者
育
成
や
作
業

の
効
率
化
、
技
術
継
承
を
目
的
と
し
た

現
地
検
討
会
の
開
催

   

三
、
多
様
で
健
全
な

　
　
　
　
　
　

森
林
づ
く
り

○
広
葉
樹
の
森
づ
く
り
や
花
粉
対
策
な

ど
多
様
で
健
全
な
森
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す
。

◇
広
葉
樹
の
森
づ
く
り
の
具
体
化

・
有
識
者
に
よ
る
提
言
を
踏
ま
え
た
森

づ
く
り
の
候
補
地
を
令
和
６
年
度
森
林

計
画
に
お
い
て
選
定
。
広
葉
樹
二
次
林

枝打ち機による技術検討会枝打ち機による技術検討会
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長
野
県
内
の
国
有
林
は
、
県
土
面

積
1
3
6
万
ha
の
27
％（
37
万
ha
）を

占
め
て
い
ま
す
。
健
全
な
森
林
の
育

成
や
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
、
間

伐
等
の
森
林
整
備
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

三方向から斧で空洞を空ける三方向から斧で空洞を空ける
「三ツ紐伐り」の練習風景「三ツ紐伐り」の練習風景
（王滝国有林にて）（王滝国有林にて）
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※
令
和
７
年
度

※
令
和
７
年
度  

中
部
森
林
管
理

中
部
森
林
管
理

局
の
取
組
の
詳
細
は
、
当
局

局
の
取
組
の
詳
細
は
、
当
局

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、コ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、コ
ー

ド
を
読
み
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ド
を
読
み
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

の
伐
採
や
更
新
の
方
法
に
関
す
る
現
地

検
討
会
を
開
催

 
◇
ス
ギ
花
粉
発
生
源
対
策
を
加
速

・
政
府
が
策
定
し
た
花
粉
発
生
源
対
策

に
お
い
て
、
令
和
15
年
度
ま
で
の
10
年

間
で
ス
ギ
人
工
林
を
約
２
割
削
減
す
る

と
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
伐
採
と
植

替
え
を
加
速
化

・
管
内
国
有
林
の
中
で
も
ス
ギ
が
多
く

分
布
す
る
長
野
県
北
信
地
方
、
岐
阜
県

飛
騨
地
方
を
中
心
に
ス
ギ
人
工
林
の
主

伐
、
再
造
林
の
予
定
箇
所
を
増
加

  

四
、
そ
の
他
の
取
組

◇
伝
統
技
術
の
継
承

・「
木
の
文
化
」
を
支
え
る
側
面
か
ら
、

木
曽
地
方
の
国
有
林
に
お
い
て
、
伝
統

的
な
伐
採
手
法
で
あ
る「
三
ツ
紐
伐
り
」

の
技
術
継
承
に
協
力

◇
新
た
な
獣
害
対
策
の
取
組

・
深
刻
化
す
る
シ
カ
の
食
害
に
対
す
る

獣
害
防
護
柵
に
つ
い
て
、
沢
部
の
柵
と

周
囲
の
柵
を
切
り
離
し
、
一
部
を
壊
れ

易
く
す
る
こ
と
で
周
囲
の
柵
を
倒
壊
に

巻
き
込
ま
な
い
「
受
け
流
す
柵
」
を
新

た
に
考
案（
愛
知
所
）。
既
設
の
柵
も
簡

易
に
改
修
可
能
な
こ
と
か
ら
普
及
を
推

進

 　

令
和
７
年
度
ト
ピ
ッ
ク
ス

◇
山
仕
事
カ
ス
タ
ム
カ
ー

・「
林
道
を
走
破
で
き
る
地
上
高
の
高

い
車
体
」、「
汚
れ
た
道
具
類
も
格
納
で

き
る
広
い
荷
室
」
と
い
っ
た
現
場
の
声

に
応
え
る
た
め
、
保
有
す
る
軽
車
輌
を

改
装
し
、「
快
適
・
き
れ
い
・
使
い
や

す
い
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
機
能
的
で
工

夫
を
凝
ら
し
た
カ
ス
タ
ム
カ
ー
を
製
作

台風による被害の様子台風による被害の様子
 「受け流す柵」のみが損壊し 「受け流す柵」のみが損壊し
周辺の柵への被害は見られない周辺の柵への被害は見られない

・・標準車比35㎜アップの標準車比35㎜アップの
最低地上高最低地上高

・砂利道の跳石から車輌下・砂利道の跳石から車輌下
部を守るカバーを装着部を守るカバーを装着

・荷室には金属製フレーム・荷室には金属製フレーム
の棚を作設し、作業で汚の棚を作設し、作業で汚
れた鋤簾や下刈り鎌などれた鋤簾や下刈り鎌など
も入るアルミ製引き出しも入るアルミ製引き出し
道具箱を製作道具箱を製作

・・開閉式のテーブルは、モニ開閉式のテーブルは、モニ
ターを置くなど用途に応じターを置くなど用途に応じ
活用できる耐荷重仕活用できる耐荷重仕様様

長
野
県
内
の
主
要
事
業
量

長
野
県
内
の
主
要
事
業
量
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こ
の
た
び
、
令
和
７
年
４
月
１
日
付
け
で
林
務
部

長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
長
野
県
の
森
林
・
林
業
・

木
材
産
業
の
振
興
、
そ
し
て
健
全
な
森
林
づ
く
り
に

向
け
て
、
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
県
の
森
林
資
源
は
、
先
人
た
ち
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
り
着
実
に
増
加
し
、
現

在
は
「
育
て
る
時
代
」
か
ら
「
利
用
す
る
時
代
」
へ
と
移
行
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の

豊
富
な
資
源
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
に
は
、間
伐
を
主
体
と
し
た
素
材
生
産
か
ら
、

主
伐
・
再
造
林
へ
と
転
換
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
気
候
変
動
の
影
響

が
大
き
く
な
る
中
、
防
災
・
減
災
の
た
め
の
森
林
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
森
林
・

林
業
に
関
わ
る
多
様
な
人
材
の
確
保
・
育
成
、
更
に
は
県
民
の
皆
様
に
木
や
緑
の
ぬ

く
も
り
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
環
境
づ
く
り
な
ど
の
取
り
組
み
を
着
実
に
進
め
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

昨
年
度
末
に
施
行
さ
れ
た
「
信
州
の
豊
か
な
森
林
と
環
境
を
守
る
県
産
材
利
用
促

進
条
例
」
に
基
づ
き
、
本
年
度
は
県
産
材
利
用
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み
を
加
速
さ

せ
て
ま
い
り
ま
す
。
公
募
に
よ
り
決
定
し
た
「
ロ
ゴ
マ
ー
ク
、キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
」

を
積
極
的
に
活
用
し
、
県
産
材
の
魅
力
を
発
信
し
、
公
共
・
民
間
問
わ
ず
様
々
な
場

面
で
の
県
産
材
の
活
用
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

ま
た
、昨
年
度
立
ち
上
げ
た「
木
曽
谷
・

伊
那
谷
フ
ォ
レ
ス
ト
バ
レ
ー
」
に
よ
り
、

全
県
に
人
材
育
成
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
創
出
を
広
げ
、
森
林
・
林
業
を
通
じ

た
移
住
・
定
住
の
全
国
的
な
拠
点
と
な

る
よ
う
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
も
、
皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
７
年
度

令
和
７
年
度    

長
野
県
林
務
部
の
主
要
施
策
の
概
要

長
野
県
林
務
部
の
主
要
施
策
の
概
要

　　
〜
森
林
づ
く
り
で
未
来
に
つ
な
ぐ　

森
の
恵
み
と
ゆ
た
か
な
暮
ら
し
〜

〜
森
林
づ
く
り
で
未
来
に
つ
な
ぐ　

森
の
恵
み
と
ゆ
た
か
な
暮
ら
し
〜

令
和
７
年
度
の
取
組
の
ポ
イ
ン
ト

令
和
７
年
度
は
、
県
内
の
充
実
し
た
森
林
資
源
の
循
環
利
用
を
さ
ら
に
促
進
し
、

付
加
価
値
の
高
い
県
産
材
製
品
の
商
流
の
拡
大
や
安
定
供
給
の
強
化
を
図
る
と
と
も

に
、
主
伐
・
再
造
林
を
着
実
に
推
進
す
る
た
め
、
長
野
県
森
林
づ
く
り
指
針
の
基
本

方
針
に
基
づ
く
施
策
を
進
め
ま
す
。

本
年
度
、
重
点
的
に
取
り
組
む
施
策
を
三
つ
の
基
本
方
針
に
沿
っ
て
ご
説
明
し
ま
す
。

※（
税
）森
林
づ
く
り
県
民
税
活
用　
（
譲
）森
林
環
境
譲
与
税
活
用

持
続
的
な
木
材
供
給
が
可
能
な
森
林
づ
く
り

《
県
産
材
の
需
要
・
商
流
拡
大
と
安
定
的
な
供
給
体
制
の
確
立
》

●
「
信
州
の
豊
か
な
森
林
と
環
境
を
守
る
県
産
材
利
用
促

進
条
例
」
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
現
状
の
木
材

利
用
の
促
進
に
関
す
る
方
針
の
抜
本
的
な
見
直
し
を

行
い
、
県
に
よ
る
率
先
利
用
を
進
め
ま
す
。

●
耐
火
集
成
材
等
の
新
た
な
部
材
や
技
術
を
活
用
す
る
施

設
等
に
対
し
て
、
補
助
上
限
額
を
引
き
上
げ
る
な
ど
制

度
を
拡
充
し
、
木
造
・
木
質
化
を
推
進
し
ま
す
。

●
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
取
得
の
促
進
に
よ
り
、
構
造
計
算
が
必
要

な
建
築
物
へ
の
県
産
材
の
供
給
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

《
適
正
な
主
伐
と
計
画
的
な
再
造
林
の
推
進
》

●
主
伐
・
再
造
林
を
促
進
す
る
た
め
、
森
林
所
有
者
の
費

用
負
担
が
大
き
い
主
伐
後
の
再
造
林
や
初
期
保
育
作

業
等
に
係
る
経
費
を
引
き
続
き
支
援
し
ま
す
。

●
花
粉
の
少
な
い
苗
木
を
含
む
優
良
苗
木
の
生
産
拡
大
・

安
定
供
給
を
図
り
ま
す
。

●
再
造
林
の
支
障
と
な
る
林
地
残
材
の
有
効
利
用
等
へ
の

支
援
を
行
い
ま
す
。

●
主
伐
・
再
造
林
の
推
進
に
必
要
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど
を
活
用

し
た
先
進
的
な
低
コ
ス
ト
造
林
技
術
等
の
実
証
を
行

い
技
術
普
及
に
努
め
ま
す
。

県産木材のロゴマーク・県産木材のロゴマーク・
キャッチフレーズキャッチフレーズ

林務部長

根
ねばし

橋 幸
ゆきお

夫

スギ少花粉採種園スギ少花粉採種園 県産材活用施設（こども園）県産材活用施設（こども園）
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県
民
が
恩
恵
を
享
受
で
き
る
森
林
づ
く
り

《
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
推
進
》

●
森
林
空
間
を
健
康
や
観
光
な
ど
様
々
な
分
野
で
活
用
す
る「
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
」

を
振
興
す
る
た
め
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
運
営
、
創
業
・
活
動
支
援
、
質
の
高
い
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
で
き
る
人
材
を
育
成
し
、
地
域
の
里
山
や
学
校
林
を
活
用
し
た
森
林

環
境
教
育
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

県
民
の
暮
ら
し
を
守
る
森
林
づ
く
り

《
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
対
策
及
び
狩
猟
者
の
確
保
・
育
成
の
推
進
》

●
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
出
没
状
況
に
お
け
る
注
意
報
・
警
報
・
特
別
警
報
の
発
出
基
準
の

明
確
化
に
よ
る
迅
速
な
注
意
喚
起
を
行
い
ま
す
。

【
主
な
事
業
】　

※
一
部
事
業
費
再
掲

　
（
税
）森
林
づ
く
り
県
民
税
活
用
事
業（
８
億
１
７
７
５
万
１
千
円
）

　
（
譲
）森
林
環
境
譲
与
税
活
用
事
業（
２
億
６
９
８
５
万
７
千
円
）

【
主
な
事
業
】

　
（
譲
）木
造
・
木
質
化
支
援
事
業（
６
２
０
０
万
円
）

　
（
税
）信
州
の
森
林
づ
く
り
事
業
補
助
金（
人
工
造
林
・
初
期
保
育
の
嵩
上
げ
）

　
　
　
（
２
億
３
０
７
６
万
円
）

　
（
譲
）信
州
の
森
林
で
働
く
人
材
確
保
推
進
事
業（
２
５
７
９
万
２
千
円
）

　
（
譲
）木
曽
谷
・
伊
那
谷
フ
ォ
レ
ス
ト
バ
レ
ー
形
成
整
備
事
業

　
　
　
（
１
９
４
５
万
３
千
円
）

【
主
な
事
業
】

　

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
総
合
対
策
事
業（
１
４
５
８
万
６
千
円
）

　

松
林
健
全
化
推
進
事
業（
１
億
２
９
０
７
万
円
）

　

公
共
事
業　

林
道（
９
億
２
８
０
２
万
２
千
円
）

　
　
　
　
　
　

治
山（
37
億
１
８
８
８
万
４
千
円
）

　
　
　
　
　
　

造
林（
20
億
２
０
０
０
万
円
）

《
林
業
就
業
者
の
確
保
・
育
成
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
》

●
新
規
就
業
者
の
確
保
の
た
め
、
移
住
者
を
含
め
た
林
業
へ

の
就
職
や
転
職
を
支
援
し
ま
す
。

●
兼
業
や
就
業
体
験
等
に
よ
る
多
様
な
人
材
の
確
保
・
育
成

の
取
組
を
支
援
し
ま
す
。

●
木
曽
谷
・
伊
那
谷
フ
ォ
レ
ス
ト
バ
レ
ー
の
取
組
の
推
進
に

よ
り
、
人
材
の
育
成
及
び
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
を
図

る
と
と
も
に
、「
木
や
森
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

展
開
と
民
間
事
業
者
に
よ
る
取
組
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

【
主
な
事
業
】　

　
（
税
）開
か
れ
た
里
山
の
整
備
・
利
用
推
進
事
業（
５
６
３
４
万
６
千
円
）

　
（
税
）森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
総
合
対
策
事
業（
３
５
９
６
万
４
千
円
）

●
追
い
払
い
や
誘
因
物
除
去
な
ど
出
没
対
策
へ
の
支
援
や
市
町
村
と
連
携
し
た
情
報

発
信
の
強
化
を
行
い
ま
す
。

●
有
害
鳥
獣
捕
獲
を
行
う
新
た
な
担
い
手
の
掘
り
起
こ
し
を
図
る
た
め
、
実
践
的
な

技
術
や
狩
猟
の
魅
力
を
広
め
る
講
座
を
実
施
し
ま
す
。

《
効
果
的
な
森
林
病
害
虫
対
策
の
推
進
》

●
松
く
い
虫
被
害
レ
ベ
ル
マ
ッ
プ
を
活
用
し
た
効
果
的
な
防
除
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

●
被
害
リ
ス
ク
の
高
い
ア
カ
マ
ツ
林
、広
葉
樹
林
の
伐
採
と
木
材
利
用
を
促
進
し
ま
す
。

●
森
林
資
源
を
有
効
活
用
す
る
た
め
の
林
道
等
の
路
網
整
備
、
山
地
災
害
を
防
止
す

る
た
め
の
治
山
施
設
等
の
整
備
、
森
林
を
健
全
な
姿
で
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め

の
間
伐
等
の
森
林
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

森
林
づ
く
り
県
民
税
、
森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用

●
森
林
づ
く
り
県
民
税
を
活
用
し
て
、
①
森
林
の
若
返
り
促
進
と
安
全
・
安
心
な
里

山
づ
く
り
、
②
森
や
緑
、
木
の
ぬ
く
も
り
に
親
し
む
こ
と
の
で
き
る
環
境
づ
く
り
、

③
森
林
・
林
業
活
動
に
取
り
組
む
多
様
な
人
材
・
事
業
体
へ
の
支
援
、
④
市
町
村

と
連
携
し
た
森
林
等
に
関
連
す
る
課
題
の
解
決
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
森
林
環
境
譲
与
税
は
、
森
林
経
営
管
理
制
度
な
ど
を
実
施
す
る
市
町
村
支
援
に
係

る
施
策
や
単
独
の
市
町
村
で
は
進
め
に
く
い
林
業
の
担
い
手
確
保
施
策
な
ど
を

主
に
活
用
す
る
こ
と
と
し
、
市
町
村
の
取
組
状
況
に
応
じ
た
支
援
を
行
い
ま
す

防災・減災のための里山での間伐防災・減災のための里山での間伐

木曽谷・伊那谷フォレストバレーキックオフフォーラム木曽谷・伊那谷フォレストバレーキックオフフォーラム
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【
県
産
材
利
用
推
進
室
】

【
県
産
材
利
用
推
進
室
】

　

県
産
材
の
利
用
の
促
進
に
関
し
、

基
本
理
念
を
定
め
、
県
の
責
務
等
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
県

産
材
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
施
策

を
総
合
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
条
例
が
令
和
７
年
３
月
10
日

に
公
布
・
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
県
産
材
利
用
促
進
に
関

す
る
総
合
的
な
推
進
を
図
る
た
め
、

基
本
的
な
方
針
を
定
め
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
今
年
度
中
に
現
行
の

　

県
産
材
を
多
く
の
方
に
知
っ
て
も

ら
い
、
県
産
材
を
選
ん
で
い
た
だ
く

た
め
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
「
ロ
ゴ

マ
ー
ク
・
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
」
を

決
定
し
ま
し
た
。（
表
紙
参
照
）

　

今
後
は
、
消
費
者
の
方
が
一
目
で

県
産
材
を
使
っ
た
商
品
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
よ
う
に
様
々
な
製
品
に
使

用
す
る
こ
と
で
、
県
産
材
の
利
用
を

促
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

県
産
材
の
振
興
や
利
用
は
、
森
林

の
整
備
や
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
実
現
に

も
繋
が
り
ま
す
。

 

「
信
州
の
豊
か
な
森
林
と
環
境
を
守
る
県
産
材
利
用
促
進
条
例

（
県
産
材
利
用
促
進
条
例
）」
が
公
布
・
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

「
県
産
材
ロ
ゴ
マ
ー
ク
・
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
」
を
決
定
し
ま
し
た
。

県
産
材
の
利
用
促
進
に
つ
い
て

県
産
材
の
利
用
促
進
に
つ
い
て

最
近
の
県
産
材
利
用
に
係
る
動
き
に
つ
い
て
御
紹
介
し
ま
す
。

ロゴマーク・キャッチロゴマーク・キャッチ
フレーズの使用につフレーズの使用につ
いて（県ＨＰ）いて（県ＨＰ）

【ロゴマーク】【ロゴマーク】

県産材利用促進条例の特徴県産材利用促進条例の特徴

県産木材のロゴマーク・県産木材のロゴマーク・
キャッチフレーズキャッチフレーズ

長野県の木材・木製品を扱う事業者等に関する情報を掲載しています。ぜひ、御覧ください。長野県の木材・木製品を扱う事業者等に関する情報を掲載しています。ぜひ、御覧ください。
https://www.pref.nagano.lg.jp/mokuzai/portal/nagano_wood_potal_home.htmlhttps://www.pref.nagano.lg.jp/mokuzai/portal/nagano_wood_potal_home.html

　家のシルエットに幹　家のシルエットに幹
と枝を組み合わせ、と枝を組み合わせ、
窓の外に太陽（月）が窓の外に太陽（月）が
浮かび穏やかな暮ら浮かび穏やかな暮ら
しを育んでいる「暮らしを育んでいる「暮ら
しごこち」を表現してしごこち」を表現して
います。います。

　県産材を通じて、私たちの暮らしが生命の循環の中に　県産材を通じて、私たちの暮らしが生命の循環の中に
あることへの感謝の気持ちと、私たちの暮らしに届くまであることへの感謝の気持ちと、私たちの暮らしに届くまで
に、価値を重ね、新しい命を吹き込み、つないでくれたに、価値を重ね、新しい命を吹き込み、つないでくれた
すべての人への尊敬の気持ちが込められています。すべての人への尊敬の気持ちが込められています。

○基本理念として、川上から川中、川下ま
で木材の流通に関わる産業全体を対象と
した持続的可能な振興について規定
○県は、公共建築物・公共土木施設の整
備等に当たり、自ら率先して県産材の利
用に努めるとともに、市町村等が整備す
る公共建築物・公共土木施設における
県産材の利用を促進するために支援など
を講ずることを規定
○県産材の安定供給を促進するため、県
は、製材その他の木材の加工・木材の
流通に係る体制の整備への支援を講ずる
ことを規定
○脱炭素社会の実現に向けて、建築物に
おいて県産材の利用を促進するための
脱炭素に配慮した支援や、カーボンクレ
ジットの活用をはじめとする県産材の利用
を通じた脱炭素化のための取組の推進
について規定

【キャッチフレーズ】【キャッチフレーズ】

「ＮＡＧＡＮＯ　ＷＯＯＤポータル」開設しまし「ＮＡＧＡＮＯ　ＷＯＯＤポータル」開設しましたた。。

「
県
産
材
利
用
方
針
」
の
大
幅
見
直

し
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
本
条
例
は
、
長
野
県
議
会

環
境
政
策
推
進
議
員
連
盟
に
お
い

て
、
県
産
材
の
利
用
の
促
進
、
脱
炭

素
社
会
の
実
現
も
目
的
と
し
た
条
例

の
制
定
を
目
指
し
、
県
民
の
皆
様
か

ら
の
意
見
募
集
等
を
行
い
、
検
討
を

重
ね
て
い
た
だ
き
、
議
員
提
案
に
よ

り
成
立
し
ま
し
た
。

　
「
ロ
ゴ
マ
ー
ク
・
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
」の
使
用
に
当
た
っ
て
は
、県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
い
た
だ
き
、
様
々

な
シ
ー
ン
で
御
活
用
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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【
信
州
の
木
活
用
課
】

【
信
州
の
木
活
用
課
】

【
信
州
の
木
活
用
課
・
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
指
導
部
】

【
信
州
の
木
活
用
課
・
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
指
導
部
】

　

県
で
は
、
令
和
５
年
度
か
ら
、
多
く
の
県
民
や
県
外
か
ら
長
野
県
を
訪
れ
る
方
が

気
軽
に
利
用
で
き
る
里
山（
開
か
れ
た
里
山
）を
増
や
す
こ
と
を
目
的
に
、
第
４
期
森

林
づ
く
り
県
民
税
を
活
用
し
て
「
開
か
れ
た
里
山
」
の
整
備
等
に
取
り
組
む
地
域
を

支
援
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
７
年
３
月
現
在
で
29
地
域
に
お
い
て
取
組
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
先
行

地
域
の
取
組
を
広
く
普
及
し
、
取
組
地
域
の
更
な
る
増
加
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

「
開
か
れ
た
里
山
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
令
和
７
年
３
月
８
日（
土
）に
会
場（
塩
尻
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
）と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
併
用
で
開
催
し
、
約
1
2
0
名
に
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
多
く
の
県
民
や
県
外
か
ら
長
野
県
を
訪
れ
る
方
を
惹
き
つ

け
る
里
山
づ
く
り
を
実
践
さ
れ
て
い
る
５
団
体
の
皆
様（
左
記
参
照
）か
ら
他
地
域
で

も
参
考
に
な
る
よ
う
な
活
動
の
ポ
イ
ン
ト
を
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
令
和
６
年

度
に
作
成
し
た
「
開
か
れ
た
里
山
」
事
例
集
の
紹
介
も
行
い
ま
し
た
。

　

作
成
し
た
事
例
集
に
は
、
県
内
外
の
多
く
の
皆
様
が
、
県
内
の
豊
か
な
里
山
を
訪

れ
、
よ
り
身
近
に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
の
参
考
と
な
る
よ
う
、
市
町
村
や
民
間

団
体
等
の
皆
様
が
中
心
と
な
っ
て
「
開
か
れ
た
里
山
」
に
取
り
組
む
20
の
事
例
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
詳
細
や
事
例
集
に
つ
い
て
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
公

開
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

令
和
７
年
２
月
12
日
、
長
野
県
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
で
長
野
県
林
業
士
認
定
証
書

授
与
式
を
開
催
し
、
新
た
に
６
名
を
長
野
県
林
業
士
に
認
定
し
ま
し
た
。
県
で
は
、

地
域
林
業
の
中
核
的
人
材
と
し
て
、
昭
和
48
年
か
ら
長
野
県
林
業
士
を
養
成
し
て
お

り
、
認
定
者
の
累
計
は
５
７
３
名
に
上
り
ま
す
。

　

長
野
県
林
業
士
に
な
る
た
め
に
は
、「
森
林
・
林
業
セ
ミ
ナ
ー
」
と
「
林
業
士
入

門
講
座
」
を
受
講
し
、
２
年
間
で
計
46
日
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
履
修
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
今
回
認
定
さ
れ
た
６
名
も
、
専
門
的
な
知
識
・
技
能
の
習
得
や
、
地
域

で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
取
り
組
み
、
学
び
の
成
果
を
修
了
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め

る
な
ど
、
地
域
林
業
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
資
質
向
上
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。

　

認
定
証
書
授
与
式
で
認
定
者
の
代
表
挨
拶
に
臨
ん
だ
篠
塚
大
志
さ
ん
は
、
と
も
に

長
野
県
林
業
士
を
目
指
す
仲
間
と
切
磋
琢
磨
し
た
日
々
を
振
り
返
り
つ
つ
、
長
野
県

林
業
士
と
し
て
地
域
に
貢
献
す
る
将
来
像
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
新
た
に
長
野
県

林
業
士
と
な
る
方
々
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
で
多
く
の
経
験
を
積
み
、
地
域
林
業

を
け
ん
引
す
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

R7.3「開かれた里山」シンポジウムR7.3「開かれた里山」シンポジウム

新林業士のみなさんと記念撮影新林業士のみなさんと記念撮影

認定者から代表挨拶認定者から代表挨拶

詳
細
は
こ
ち
ら
↓

詳
細
は
こ
ち
ら
↓

（
長
野
県
Ｈ
Ｐ
）

（
長
野
県
Ｈ
Ｐ
）

���������������������� ���������������
��������������
���������� ���������������� ��� ��� ��� ����

「
開
か
れ
た
里
山
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た

森林・林業セミナー森林・林業セミナー
や林業士入門講座にや林業士入門講座に
ついてはこちらついてはこちら
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トピックス

　

長
野
県
で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
安
全
か
つ
正
確
な
操
作
技

術
を
競
う
「
信
州
伐
木
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
」
を
開
催
し
ま
す
。
昨
年
は
、
長
野

県
初
と
な
る
「
信
州
伐
木
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
」
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
20
名
の

選
手
が
参
加
し
、
優
れ
た
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
技
術
を
披
露
し
ま
し
た
。
当
日
は
3
０
０

名
を
超
え
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
集
ま
り
、
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

競
技
は
、
競
技
に
お
い
て
は
、
誤
っ
た
動
作

（
＝
危
険
な
動
作
）は
大
幅
な
減
点
と
な
り
、
ま

た
、ツ
ル
幅
や
受
け
口
等
の
１
㎜
、１
度
と
い
っ

た
僅
か
な
差
が
得
点
に
影
響
し
、
順
位
に
繋
が

り
ま
す
。
安
全
か
つ
正
確
な
動
作
を
理
論
的
に

学
び
、〝
高
得
点
を
目
指
し
て
競
う
〞
と
い
う

楽
し
さ
が
加
わ
る
こ
と
で
、
練
習
に
励
み
、
安

全
へ
の
理
解
の
深
化
と
技
術
の
向
上
が
図
ら
れ

ま
す
。

　

こ
う
し
た
競
技
を
通
じ
て
、
林
業
関
係
者
の

安
全
意
識
の
向
上
や
林
業
就
業
者
間
の
交
流
が

促
進
さ
れ
る
と
と
も
に
、
林
業
の
魅
力
の
発
信

や
新
規
林
業
就
業
者
の
確
保
に
繋
が
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。
観
覧
に
事
前
の
申
し
込
み

は
不
要
で
す
の
で
、
御
興
味
の
あ
る
方
は
、
是

非
、
当
日
の
競
技
会
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

丸太合わせ輪切り競技丸太合わせ輪切り競技
　上向き・下向きに傾けて設置　上向き・下向きに傾けて設置
　した２本の丸太を正確に垂直　した２本の丸太を正確に垂直
　に輪切りにする技術を競うに輪切りにする技術を競う

伐倒競技（簡易方式）伐倒競技（簡易方式）
　定められた方向に正確　定められた方向に正確
　にに伐倒伐倒する技術を競うする技術を競う

【
木
曽
谷
・
伊
那
谷
フ
ォ
レ
ス
ト
バ
レ
ー
メ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

【
木
曽
谷
・
伊
那
谷
フ
ォ
レ
ス
ト
バ
レ
ー
メ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

信
州
伐
木
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
２
０
２
５
を
開
催
し
ま
す

信
州
伐
木
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
２
０
２
５
を
開
催
し
ま
す

■
林
務
部

　

林
務
部
長　
　
　
　
　
　
　

根
橋　

幸
夫

　

林
務
部
次
長　
　
　
　
　
　

千
代　

登

■
森
林
政
策
課

　

森
林
政
策
課
長　
　
　
　
　

松
本　

健

　

企
画
幹　
　
　
　
　
　
　
　

平
澤　

忍

■
信
州
の
木
活
用
課

　

信
州
の
木
活
用
課
長　
　
　

小
林　

健
吾

　

主
任
林
業
専
門
技
術
員　
　

井
出　

政
次

■
県
産
材
利
用
推
進
室

　

県
産
材
利
用
推
進
室
長　
　

今
尾　

春
彦

　

企
画
幹
兼
課
長
補
佐　
　
　

田
川　

秀
和

■
森
林
づ
く
り
推
進
課

　

森
林
づ
く
り
推
進
課
長　
　

塚
平　

賢
治

　

鳥
獣
対
策
担
当
課
長　
　
　

宮
坂　

正
之

　

企
画
幹
兼
課
長
補
佐　
　
　

伊
藤　

啓
一

　

企
画
幹
兼
保
安
林
係
長　
　

植
木　

信
吉

■
諏
訪
地
域
振
興
局

　

企
画
幹
兼
治
山
林
道
係
長　

狩
戸　

知
喜

■
木
曽
地
域
振
興
局

　

林
務
課
長　
　
　
　
　
　
　

橋
渡　

博
之

■
松
本
地
域
振
興
局

　

企
画
幹
兼
普
及
係
長　
　
　

池
上　

路
浩

■
北
ア
ル
プ
ス
地
域
振
興
局

　

林
務
課
長　
　
　
　
　
　
　

坪
井　

武
久

■
長
野
地
域
振
興
局

　

企
画
幹
兼
治
山
林
道
係
長　

山
城　

政
利

■
北
信
地
域
振
興
局

　

林
務
課
長　
　
　
　
　
　
　

神
谷　

一
成

■
林
業
大
学
校

　

校
長　
　
　
　
　
　
　
　
　

千
村　

広
道

　

企
画
幹
兼
事
務
長　
　
　
　

奥
原　

清
恵

■
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

　

所
長　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
澤　

岳
弘

　

指
導
部
長　
　
　
　
　
　
　

長
澤　

幸
一

■
長
野
県
林
業
公
社

　

事
務
局
長　
　
　
　
　
　
　

太
田　

明

中
部
森
林
管
理
局

人
事
異
動

令
和
７
年
４
月
１
日
付

長
野
県
林
務
部（
課
長
級
以
上
）

人
事
異
動

令
和
７
年
４
月
１
日
付

　

次
長（
名
古
屋
事
務
所
長
）　

宮
島　

智
幸

■
総
務
企
画
部

　

総
務
企
画
部
長　
　
　
　
　

永
田　

治
久

　

総
務
課
長　
　
　
　
　
　
　

屋
敷　

昌
司

　

専
門
官（
契
約
適
正
化
）　　

寺
沢　

正
樹

　

企
画
官（
安
全
衛
生
）　　
　

大
崎　

幸
生

■
計
画
保
全
部

　

計
画
保
全
部
長　
　
　
　
　

藤
平　

康
則

　

計
画
課
長　
　
　
　
　
　
　

藤
原　

淳
一

　

保
全
課
長　
　
　
　
　
　
　

藤
井　

勝

　

野
生
鳥
獣
管
理
指
導
官　
　

塩
島　

卓
夫

　

企
画
官（
土
地
利
活
用
）　　

安
田　

智
宏

　

専
門
官（
災
害
調
整
）　　
　

中
村　

享

　

流
域
保
全
治
山
対
策
専
門
官

　
　

高
橋　

進　

■
森
林
整
備
部

　

資
源
活
用
課
長　
　
　
　
　

三
井　

正

　

技
術
普
及
課
長　
　
　
　
　

降
籏
真
紀
子

　

災
害
対
策
分
析
官　
　
　
　

井
上　

智
之

　

企
画
官（
木
材
需
給
対
策
）　

村
木　

英
徳

■
北
信
森
林
管
理
署　

次
長　

軒
端　

信
司

■
東
信
森
林
管
理
署　

次
長　

可
知　

英
樹

■
中
信
森
林
管
理
署　

署
長　

髙
塚　

慎
司

　
　
　
　
　
　
　
　
　

次
長　

開
藤　

秀
昭

■
木
曽
森
林
管
理
署　

署
長　

北
村　

大

■
木
曽
森
林
管
理
署
南
木
曽
支
署

支
署
長　

井
口　

智　

■
富
山
森
林
管
理
署　

署
長　

青
野　

洋
徳

　
　
　
　
　
　
　
　
　

次
長　

山
田　

英
人

■
飛
騨
森
林
管
理
署　

署
長　

辻
井　

正
徳

■
岐
阜
森
林
管
理
署　

署
長　

島
内　

厚
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　

次
長　

芳
沢　

真
一

■
伊
那
谷
総
合
治
山
事
業
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　

所
長　

中
嶋　

章

信
州
伐
木
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
2
０
２
５

　

◆
開
催
日　

令
和
７
年
８
月
30
日(

土)

　

◆
場　

所　

長
野
県
林
業
大
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

◆
主　

催　

信
州
伐
木
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　
（
事
務
局
：
信
州
の
木
活
用
課
）

　

◆
競
技
会
の
詳
細
は
こ
ち
ら

「木曽谷・伊那谷フォレスト「木曽谷・伊那谷フォレスト
バレー」については、こちらバレー」については、こちら
の専用HPをご覧くださいの専用HPをご覧ください

＜競技例＞＜競技例＞
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第
55
回
長
野
県
協
同
組
合
連
絡
会
通
常

総
会
が
４
月
７
日
に
Ｊ
Ａ
長
野
県
ビ
ル
（
長

野
市
）
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
は
、
長
野
県
農
業
協
同
組
合
中
央

会
・
各
連
合
会　

神
農
佳
人
会
長
（
連
絡
会

会
長
）
か
ら
挨
拶
が
行
わ
れ
た
後
、
第
１
号

議
案
「
令
和
６
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支

決
算
の
承
認
に
つ
い
て
」
に
始
ま
り
、
第
４

号
議
案
ま
で
審
議
の
う
え
、
原
案
通
り
承
認

さ
れ
、
役
員
改
選
に
よ
り
長
野
県
森
林
組
合

連
合
会
の
藤
原
忠
彦
代
表
理
事
会
長
が
会
長

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
は
、
日
本
協
同
組
合
連
携

機
構
の
伊
藤
治
郎
常
務
理
事
か
ら
「
協
同
組

合
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
全
国
討
議
の
内

容
と
Ｉ
Ｃ
Ａ
へ
の
提
言
の
意
味
と
、
Ｉ
Ｙ
Ｃ

２
０
２
５
に
向
け
て
」
と
題
し
、
ご
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。

３
月
28
日
、
長
野
県
林
業
セ
ン
タ
ー
ビ

ル
に
て
長
野
県
林
業
職
員
協
会
令
和
７
年
度

通
常
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

長
野
県
森
林
組
合
連
合
会　

村
松
敏
伸

専
務
理
事
に
よ
る
来
賓
挨
拶
に
続
き
、
山
下

会
長
を
議
長
に
議
事
が
行
わ
れ
、
第
１
号
議

案
令
和
６
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
書

の
承
認
を
は
じ
め
各
議
案
が
審
議
の
う
え
、

原
案
ど
お
り
承
認
、
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
は
、
８
月
に
中
部
６
県
森

林
組
合
職
員
連
盟
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
を
山
ノ
内

町
湯
田
中
温
泉
で
開
催
し
県
内
外
の
会
員
が

集
い
意
見
交
換
の
ほ
か
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ハ
ー
ベ
ス
タ

に
つ
い
て
知
見
を
深
め
ま
し
た
。
10
月
に
開

催
し
た
県
大
会
で
は
、
駒
ヶ
根
市
駒
ヶ
根
高

原
を
会
場
に
林
業
技
術
競
技
会
と
運
搬
用
ド

ロ
ー
ン
の
実
演
と
実
証
結
果
に
つ
い
て
研
修

し
ま
し
た
。
今
年
度
も
会
員
相
互
の
親
睦

を
深
め
、
林

業
の
諸
課
題

解
決
に
資
す

る
研
修
や
視

察
な
ど
を
各

支
部
や
全
体

で
の
活
動
を

通
じ
て
推
進

し
て
い
き
ま

す
。

４
月
21
日
か
ら
22
日
に
か
け
て
長
野
県

林
業
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
会
議
室
を
会
場
に
、
令

和
７
年
度
森
林
組
合
初
任
者
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
本
研
修
会
で
は
、
組
合
職
員
と

し
て
働
く
う
え
で
必
要
な
知
識
や
マ
ナ
ー
を

学
ぶ
場
と
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
、
今

年
は
６
つ
の
森
林
組
合
と
県
森
連
か
ら
11
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

長野県協同組合連絡会
通常総会開催
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ス
マ
ー
ト
林
業
に
関
す
る
技
術
は
日

進
月
歩
で
あ
り
、
今
般
、
業
務
効
率
化
に

活
か
し
て
い
く
た
め
に
は
Ｇ
Ｉ
Ｓ
（
地
理

情
報
シ
ス
テ
ム
）
等
の
基
礎
的
な
技
術

を
習
得
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
技
術
へ

の
対
応
と
業
務
へ
の
応
用
力
が
不
可
欠
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
県
内
で
は
多
く
の
組

織
で
Ｑ
Ｇ
Ｉ
Ｓ
や
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
測
量
技
術
の

活
用
が
進
ん
で
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本

年
度
は
基
礎
技
術
の
研
修
会
に
加
え
て
、

更
な
る
技
術
レ
ベ
ル
の
向
上
を
図
り
、
Ｑ

Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
活
用
し
た
応
用
編
の
研
修
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

①QGIS基本操作研修会
（上田市・安曇野市）

②GNSS測量研修会
（上田市・塩尻市）

③地形から読む　森林ゾーニング研修会
（塩尻市）

④森林資源情報把握研修会
（安曇野市）

⑤QGIS高度活用研修会
（安曇野市）
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４
月
17
日
安
曇
野
市
三
郷
の
中
信
木
材

セ
ン
タ
ー
も
く
り
ゅ
う
館
に
て
「
長
野
県
森

林
組
合
連
合
会　

労
働
安
全
衛
生
推
進
大
会

及
び
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

労
働
安
全
衛
生
推
進
大
会
は
、
連
合
会

職
員
の
日
々
の
業
務
に
お
け
る
安
全
向
上
の

た
め
、
毎
年
４
月
に
行
っ
て
い
ま
す
。

は
じ
め
に
、
講
師
に
長
野
県
林
務
部
信

州
の
木
活
用
課
担
い
手
係
日
詰
究
担
当
係

長
を
迎
え
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
を
行

い
ま
し
た
。
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態
勢
の
強

化
は
、
不
祥
事
事
案
の
防
止
や
社
会
的
信
頼

の
回
復
に
つ
な
が
り
、
関
わ
る
人
々
が
互
い

に
そ
の
社
会
的
地
位
や
事
業
環
境
を
守
る
こ

と
か
ら
、
森
林
組
合
系
統
の
健
全
な
発
展
の

た
め
に
も
積
極
的
に
行
動
し
て
い
く
べ
き
取

り
組
み
で
す
。
職
員
個
々
が
意
識
し
、
責
任

と
自
覚
を
持
っ
て
行
動
し
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

続
い
て
、
業
務
課
か
ら
森
林
認
証
の
教

育
研
修
会
を
行
い
、
午
後
は
労
働
安
全
衛
生

大
会
と
し
て
、
㈱
ダ
イ
レ
ク
ト
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
川
島
達
史
氏
を
講
師
に
「
交

流
分
析
研
修
〜
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
向
上
さ
せ

る
〜
」
と
題
し
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い

ま
し
た
。

長
野
県
森
林
組
合
連
合
会
で
は
、
森
林

組
合
を
は
じ
め
、
各
地
域
か
ら
搬
出
さ
れ
た

素
材
丸
太
を
木
材
セ
ン
タ
ー
で
集
荷
す
る
ほ

か
、
県
内
外
の
大
型
製
材
工
場
と
協
定
を
結

び
、
山
土
場
か
ら
の
直
送
を
行
う
こ
と
で
、

共
同
出
荷
体
制
を
構
築
し
、
県
産
材
の
安
定

供
給
と
有
利
販
売
に
努
め
て
い
ま
す
。

ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
後
の
木
材
需
要
の
反

動
や
県
内
大
型
製
材
工
場
の
再
編
、
改
正
物

流
効
率
化
法
や
改
正
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
へ

の
対
応
な
ど
、
木
材
流
通
を
取
り
巻
く
情
勢

が
変
わ
り
ゆ
く
中
で
、
こ
の
度
長
野
県
森
連

業
務
課
で
は
、
共
同
出
荷
体
制
の
強
化
を
目

的
に
県
内
各
地
で
各
森
林
組
合
の
販
売
担
当

者
を
参
集
し
、
販
売
担
当
者
会
議
を
開
催
し

ま
し
た
。

森
林
経
営
の
意
欲
創
出
や
、
林
業
従
事

者
の
待
遇
改
善
、
主
伐
後
の
再
造
林
費
用
の

原
資
と
し
て
も
素
材
丸
太
の
単
価
の
上
昇
が

不
可
欠
で
あ
り
、
長
年
、
課
題
と
す
る
と
こ

ろ
で
す
。
会
議
の
中
で
は
、
生
産
情
報
と
需

要
情
報
の
共
有
を
行
い
、
よ
り
精
度
の
高
い

供
給
可
能
数
量
の
情
報
を
把
握
し
、
機
動
性

の
あ
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
の
素
材
生
産
を
実

現
す
る
ほ
か
、
需
要
先
と
の
価
格
交
渉
を
よ

り
優
位
に
行
い
、
安
定
供
給
と
安
定
価
格
の

信
頼
構
築
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
紙
ベ
ー
ス
で
あ
っ
た

納
品
書
を
ク
ラ
ウ
ド
デ
ー
タ
で
取
り
扱
う
な

ど
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
シ
ス
テ
ム
の
構
築

を
提
案
し
ま
し
た
。

森
林
組
合
系
統
で
力
を
合
わ
せ
、
小
さ

な
と
こ
ろ
か
ら
業
務
効
率
化
に
努
め
、
木
材

価
格
の
上
昇
と
県
産
材
の
取
り
扱
い
数
量
の

増
大
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

労
働
安

全
衛生大会

・
コ
ン
プ
ラ

イ
アンス研

修
会

長野県産材の
供給体制の強化に向けて
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県森連HPでは市売情報を写真付きで随時更新しております！県森連HPでは市売情報を写真付きで随時更新しております！

最新の市況表もご覧いただけますので、納材や入札の検討にご活用ください！最新の市況表もご覧いただけますので、納材や入札の検討にご活用ください！

 「長野の林業」のバックナンバーもこちらから♪ 「長野の林業」のバックナンバーもこちらから♪

ようやく信州にも春が訪れ、県内各地で桜も見ごろになった 4月の市売では、県内各地の木材セ

ンターに多くの出荷をいただきありがとうございました。

広葉樹は、ホオ、ナラ、クルミ等の良質材が多数出品され、特にカキや

キハダにおいて高値がつきました。

製材用丸太については、ヒノキは柱取りの需要が落ち着いてますが、土

台取りは変わらず需要がありますので、4ｍ造材をお願いします。スギ

については不足感があり、需要回復傾向で、特に不足している 3ｍでの

造材を心掛けてください。カラマツについては、継続的な需要が見込ま

れますので、直造材での出品をお願いします。合板用丸太については、

需要回復傾向であるものの、価格は厳しい状況が続いております。

今後も需要動向に注意しながら、各木材センターにて造材方法等をご相

談させていただきますのでよろしくお願いいたします。

【当連合会は合法木材に取り組んでおります】

合法木材供給事業者の認定を取得したうえで、出荷時には合法的に伐採された木材であることの

コメントと合法木材認定番号及び伐採地と伐採箇所が記載された納品書及び伐採届の提出をお願い

します。※安全のため、木材センターでの荷下ろし・積込みの際には車止めの使用とヘルメットの

着用をよろしくお願いします。

長野県森連

長野県の木材市況


